










研究目的 

周産期死亡の最大の原因は,種々の病因に基く胎児・新生児無酸素症にあるといっても過言

ではない。1981年 Myers らは,胎児・新生児仮死による心原性ショックにおいて,周産期脳

損傷や周産期死亡の病因は組織における乳酸蓄積にあることを示唆し,その乳酸生産の原

因となる組織のブドウ糖の「availability」が乳酸蓄積を助長させること,乳酸蓄積が 18

～20μmol/g tissue の閾値をこえると脳浮腫や脳壊死のような組織損傷が発生することを

発表した。 

そこで私たちは,周産期死亡の発生機序を明かにし,それに対する対策を考慮するために,

いくつかの一連の基礎的研究を行うこととした。その研究目的は,①胎児・新生児の死亡は

どのような機序で発生するか,②とくにその際の胎児・新生児の生化学的体内環境はどのよ

うに変化するのか,③胎児・新生児を評価し,その周産期死亡を防止するためにはどのよう

な parameter を,どのようにして monitoring すべきか、④さらに胎児・新生児の well being

を期するためには,どうしたらよいのか,などである。 


